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1)  奥寺 敬．緊急度判定 JTAS と院内トリアージについて．病院経営セミナー2014 in 関西；2014 Jan 24；大阪． 
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5)  奥寺 敬．多数傷病者事案にどう対応するか－長野オリンピックでの経験と課題．危機管理セミナー2014；2014 Apr 
18；東京． 
6)  奥寺 敬．緊急度判定支援システム JTAS と救急診療．千葉県第 1 回緊急度判定支援システム研修会；2014 Apr 26；
千葉． 
7)  奥寺 敬．地域救急医療と緊急度度判定支援システム．佐賀県第 1 回緊急度判定支援システム研修会；2014 May 3；
唐津． 
8)  奥寺 敬．神経蘇生研修 ISLS の新たな展開．群馬 ISLS-WS；2014 Mar 15；前橋． 
9)  奥寺 敬．心肺蘇生ガイドライン 2010 と神経蘇生．函館神経蘇生（ISLS）研修会；2014 May 28；函館． 
10)  奥寺 敬．神経蘇生研修と指導者のあり方．函館神経蘇生（ISLS）指導者養成研修会；2014 May 29；函館． 
11)  奥寺 敬．地域救急医療と緊急度度判定支援システム．岩手県第２回緊急度判定支援システム研修会；2014 Jul 6；
盛岡． 
12)  奥寺 敬．緊急度判定支援システム JTAS と救急看護．平成 26 年度日本看護協会認定看護師研修；2014 Jul 8；清瀬． 
13)  奥寺 敬．地域救急医療と緊急度度判定支援システム．島根県第４回緊急度判定支援システム研修会；2014 Aug 9；
出雲． 
14)  奥寺 敬．心肺蘇生ガイドライン 2010 と神経蘇生．島根大学神経蘇生研修会；2014 Aug 10；出雲． 
15)  奥寺 敬．地域救急医療と緊急度度判定支援システムの応用．兵庫県第１回緊急度判定支援システム研修会；2014 
Aug 17；豊岡． 
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16)  奥寺 敬．災害トリアージと院内トリアージ その共通点と差異を理解する．第 3 回院内トリアージワークショッ
プ；2014 Aug 24；東京． 
17)  奥寺 敬．院内トリアージと JTAS．第 3 回院内トリアージ研修（ワークショップ）；2014 Aug 24；東京． 
18)  奥寺 敬．オリンピック医療の真実 長野 1998 より．平成 26 年内閣官房 NBC ネットワーク専門家会合；2014 Aug 25；
東京． 
19)  奥寺 敬．心肺蘇生ガイドラインと神経蘇生．旭川神経蘇生講演会；2014 Sep 5．旭川． 
20)  奥寺 敬．緊急度度判定支援システムと地域医療における展開．秋田県第 1 回緊急度判定支援システム研修会；2014 
Sep 7；横手． 
21)  奥寺 敬．神経蘇生と離島医療．隠岐神経蘇生研修会；2014 Oct 12；隠岐． 
22)  奥寺 敬．緊急度度判定支援システムとフィジカルアセスメント．大阪府第 3 回緊急度判定支援システム研修会；
2014 Oct 13；堺． 
23)  奥寺 敬．災害医療の基本と応用．平成 26 年度秋田県災害医療セミナー；2014 Oct 15；秋田． 
24)  奥寺 敬．緊急度度判定支援システムとフィジカルアセスメント．愛知県第 2 回緊急度判定支援システム研修会；
2014 Oct 18；長久手． 
25)  奥寺 敬．地域医療連携と緊急度度判定支援システム．新潟県第 2 回緊急度判定支援システム研修会；2014 Oct 19；
上越． 
26)  奥寺 敬．緊急度度判定支援システムとフィジカルアセスメント．沖縄県第 3 回緊急度判定支援システム研修会；
2014 Oct 26；那覇． 
27)  奥寺 敬．緊急度度判定支援システムと医療連携．福岡県第 4 回緊急度判定支援システム研修会；2014 Oct 28；福
岡． 
28)  奥寺 敬．緊急度度判定支援システムとフィジカルアセスメント．長野県第 2 回緊急度判定支援システム研修会；
2014 Oct 30；松本． 
29)  頭川峰志．10 年目のカルテ DOCTOR-ASE．日本医師会発行．2014：Oct． 
30)  奥寺 敬．シミュレーション研修の最新の動向．平成 26 年度群馬県神経蘇生研修会；2014 Nov 22；前橋． 
31)  奥寺 敬．東日本大震災以降の医療機器開発の動向．日本医療機器販売業協会 平成 26 年度スキルアップセミナー；
2014 Nov 24；金沢． 
32)  奥寺 敬．地域医療連携と緊急度度判定支援システム．鳥取県第２回緊急度判定支援システム研修会；2014 Dec 20；
米子． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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